
“大きく攻める 笑顔でみせる
明るい未来へ続くみち”

令和８年２月１９日

【加茂市 令和８年度 当初】 予算(案)概要
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｢あるべきまちの姿｣を求めて －新たなステージへ－

令和３年度の総合計画策定をはじめ、まちの将来像を示す各種計画、方

針、ビジョン等を定め、中・長期的な視点で「あるべきまちの姿」
を示してきましたが、いよいよ具体的に実現できる時期に入りました。

総合計画(R3.10)

都市計画
マスタープラン

(R7.3)

まちなかエリア
未来ビジョン
(R6.10)

大きく攻める
新たなステージへ

小中学校適正化方針
(R6.5)

長期財政
シミュレーション(R6.2)

公共施設再編
アクションプラン

(R8.3予定)

教育ビジョン
(R7.3)

子育て・健康づくり
拠点複合施設 など

転換
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令和８年度 当初予算(案)編成方針

持続可能な行財政
を目指す

基本的な生活環境
をまもる

質の高い子育て・
教育を整備する

加茂市の出生数は
20年前の半数以下に

多様化する
市民ニーズへの対応

老朽化した公共施設
他自治体に遅れた制度

目指
す姿

R5

三本
の柱

課題

R6～

三つの

目標

未来を担う
子どもたちのため

行財政の健全
かつ持続可能な
運営のため

誰もが便利で
快適に暮らせる
まちのため

産学金連携・市民協働

質の高い子育て・
教育環境の整備

◼ 学校、子育て拠点等
の施設整備

◼ 多様性を認め可能性
と愛着を育む教育

基本的な生活環境
を守る

◼ 上下水道、道路、ご
み処理、消防救急

◼ 市民に開かれた新た
なまちづくり

持続可能な行財政
運営を目指す

◼ 規模に見合ったサー
ビス、計画的な支出

◼ 人口減少・高齢化に
対応する都市構造

笑顔あふれるまち 加茂

「持続可能な行財政運営を目指す」「基本的な生活環境を守る」
「質の高い子育て・教育環境を整備する」の三つの目標に基づき、

「みせる（見せる／魅せる）」ことを意識して、施策の展開を図ります。
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姿を｢みせる｣未来のかたち －みちを照らす希望の灯－

令和８年度からは、笑顔咲く未来へと続く道を照らす「希望の灯」のよ

うに、加茂市における新しい時代の到来を象徴するような取組が大きく

進み、アクションプランに基づいてその姿を見せる時期が始まります。

子育て・健康づくり
拠点複合施設新設

2026

2030

石川小学校改修
加茂南小学校改修 全天候型

遊び場の
設置
（参考：福井県大野市）

統合中学校改修

給食センター新設

下条コミュニティ
センター改修

須田中学校再生整備



区 分 令和８年度 令和７年度 増減額 前年度比

一 般 会 計 14,283 12,821 1,462 11.4%

特 別 会 計 6,648 6,604 44 0.7%

一般会計と特別会計
当初予算の合計

20,931 19,425 1,506 7.8%

５

令和８年度 当初予算(案)概要 －予算総額－

【当初予算(案)総額】

⚫ 当初予算(案)総額は209億3085万円(前年度比＋15億593万円、＋7.8％)

（単位：百万円）

（注）国のR7年度補正予算により、R8年度に実施する事業をR7年度補正で前倒して予算措置(繰越明許)したもの
［R7年度にあっては、R7年度に実施する事業をR6年度補正で前倒して予算措置(繰越明許)したもの］

区 分 令和８年度 令和７年度 増減額 前年度比

一般会計当初予算 14,283 12,821 1,462 11.4%

国の補正予算による
前倒し予算

324 186 138 74.6%

合 計 14,607 13,007 1,600 12.3%

【国の補正予算による前倒し予算(注)を合わせた一般会計予算額】 （単位：百万円）



区 分 令和８年度 令和７年度 前年度比 R6県内類似団体

実 質 公 債 費 比 率 8.3% 9.1% △ 0.8 9.9%

将 来 負 担 比 率 75.6% 56.1% 19.5 41.6%

市 債 残 高 95.3億円 92.9億円 2.4億円 220.4億円

うち加茂市負担分 32.8億円 31.5億円 1.3億円

財 政 調 整 基 金 残 高 11.5億円 15.2億円 △ 3.7億円 38.6億円

公共施設等整備基金残高 7.9億円 7.9億円 0.0億円 －

６

令和８年度 当初予算(案)概要 －財政構造－

【財政構造】

⚫ 財政構造の状況は以下のとおり

➢ 実質公債費比率は8.3%で微減だが、将来負担比率は75.6%に上昇

➢ 財政調整基金残高は当初予算での財源不足の取崩し(△3.7億円)により、11.5
億円となる見込み

➢ 公共施設等整備基金残高はR7年度末時点で7億9000万円となる見込みであり
今後の施設整備を見据えてR8年度当初においてはこれを維持

（各数値は見込み）
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令和８年度 一般会計当初予算(案)概要 －歳入－

⚫ 一般会計当初予算(案)は142億8300万円(前年度比+14億6200万円、＋11.4％)

【歳入の構成比】

市税

18.9%

寄附金

7.0%

諸収入

4.9%

その他自主財源

4.6%

地方交付税

31.9%

国庫支出金

12.1%

市債 7.8%

県支出金

5.9%

地方消費税交付金

5.0%

その他依存財源

1.9% 自主財源

35.4%

依存財源

64.6%

歳入総額
142億

8300万円

区 分 令和８年度 令和７年度 増 減 額

自
主
財
源

市 税 2,694,762 2,591,675 103,087

寄 附 金 1,003,420 601,871 401,549

諸 収 入 701,377 823,425 △ 122,048

繰 入 金 443,523 276,837 166,686

使用料及び手数料 116,051 115,754 297

分担金及び負担金 46,886 55,596 △ 8,710

繰 越 金 30,000 30,000 0

財 産 収 入 17,949 5,034 12,915

依
存
財
源

地 方 交 付 税 4,551,000 4,552,000 △ 1,000

国 庫 支 出 金 1,726,908 1,524,702 202,206

市 債 1,119,800 566,300 553,500

県 支 出 金 846,743 784,606 62,137

地方消費税交付金 712,000 635,000 77,000

地 方 譲 与 税 134,000 136,000 △ 2,000

各 種 交 付 金 138,581 122,200 16,381

合 計 14,283,000 12,821,000 1,462,000

（単位：千円）
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令和８年度 一般会計当初予算(案)概要 －歳出－

⚫ 一般会計当初予算(案)は142億8300万円(前年度比+14億6200万円、＋11.4％)

【歳出の構成比】

民生費

31.1%

総務費

13.7%
衛生費

13.0%

教育費

12.9%

土木費

9.3%

公債費

6.6%

商工費

6.1%

その他

7.3%

歳出総額
142億

8300万円

（単位：千円）

区 分 令和８年度 令和７年度 増 減 額

民 生 費 4,441,741 4,372,762 68,979

総 務 費 1,962,068 1,738,609 223,459

衛 生 費 1,860,435 1,124,962 735,473

教 育 費 1,843,263 1,690,200 153,063

土 木 費 1,325,641 1,231,261 94,380

公 債 費 947,643 944,836 2,807

商 工 費 864,372 750,107 114,265

消 防 費 551,163 530,598 20,565

農 林 水 産 業 費 313,866 266,672 47,194

議 会 費 114,967 113,162 1,805

労 働 費 43,659 43,659 0

災 害 復 旧 費 4,181 4,171 10

諸 支 出 金 1 1 0

予 備 費 10,000 10,000 0

合 計 14,283,000 12,821,000 1,462,000
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分野１．子育て・教育

子どもと家庭が「健やかな暮らし」を歩むみちPOINT

子育て支援

子育て・健康づくり拠点複合施設の建設工事に着手
⚫ ワークショップでの意見を踏まえ実施設計業務で工事用の図面を作成
⚫ 図面完成後は令和10年4月開館に向けて工事を開始

7億7423 万円

◼ 前年度比 42倍

経鼻弱毒生インフルエンザワクチンも助成の対象に
⚫ 通常のインフルエンザ予防接種の場合は1,500円／回を、1回接種の経

鼻弱毒生ワクチン接種の場合は3,000円／回を、13歳未満を対象に助成

270 万円
◼ 一般財源 100%

結婚・妊娠・出産

不妊治療の助成上限額を50万円から70万円へとかさ上げ
⚫ 対象：夫婦それぞれに年間70万円を上限に助成
⚫ 保険適用の有無や年齢、回数などの制限なし

700 万円
◼ 前年度比 2.3倍

施政方針と予算概要に合わせて
POINTを作成する
R8からは新規と拡充のみ掲載
なお、R7年度末に総合計画(後
期)の策定を予定していることか
ら、R8年度予算ではその内容も
考慮する必要がある

制度
拡充

事業
拡大

制度
拡充

こども
未来課

こども
未来課

こども
未来課
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分野１．子育て・教育

学校教育

小学校給食費無償化を実現するなど子育て世帯を支援
⚫ 中学校給食費も据え置くことで物価が高騰する中保護者の負担を軽減
⚫ 学校給食を通じ子どもたちの笑顔が増えるよう給食の質の向上を実施

6384 万円

学校施設

小・中学校の円滑な統合に向けた教育環境の整備を推進
⚫ 統合中学校：現在策定中の整備計画に基づき詳細設計を実施
⚫ 統合小学校：統合後に活用する加茂南小と石川小の整備計画を策定

5293 万円
◼ 前年度比 5.3倍

(仮称)加茂市給食センターの新設に向けた取組を推進
⚫ 6か所の学校給食調理場を1か所に集約し令和12年度の供用開始を予定
⚫ 現在策定中の基本計画で決定した事業手法を踏まえて基本設計に着手

1228 万円
◼ 前年度比 2.5倍

子どもと家庭が「健やかな暮らし」を歩むみちPOINT

事業
拡大

事業
拡大

学校
教育課

統合
準備室

統合
準備室

（内観パース出典：岩手県奥州市ホームページ）

新規
事業

https://www.city.oshu.iwate.jp/soshiki/14/1076/1/15981.html
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分野２．健康・福祉

健康・医療・高齢者福祉

がん患者医療用補整具への助成額を2万円から5万円へ
⚫ 補助額：購入費用の1/2は変えずに上限額を5万円(2.5倍)にかさ上げ
⚫ 制度拡充：令和8年度からは補整具の種類ごとの申請が可能に

150 万円
◼ 前年度比 6.3倍

新規診療所の施設や設備の整備に最大5000万円を支援
⚫ 従来は診療所の新規開業又は承継に対して奨励金1000万円を交付
⚫ 加えて施設・設備整備にも各2000万円(整備費の1/2)を上限に補助

6000 万円
◼ 前年度比 3倍

◼ 一般財源 100%

障がい者・障がい児福祉

障がい者通所サービスの更なる利用機会の確保を推進
⚫ 対象：障がい福祉サービスにおける送迎加算の対象外となる送迎
⚫ 対象となる送迎を行った事業所に対し1回(片道)当たり210円を助成

8 万円
◼ 一般財源 100%

ともに支えあう「やさしい暮らし」を歩むみちPOINT

健康
福祉課

制度
拡充

健康
福祉課

制度
拡充

健康
福祉課

新規
事業

（イラスト出典：琉球大学病院がんセンターホームページ）

https://okinawagansapo.jp/second/sec2-1/
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分野３．生活・環境、生活基盤

資源を活かし「暮らしの基盤」を守り続けるみちPOINT

防災・減災

大規模災害の発生に備えてトイレトラックを導入
⚫ 導入のメリット：停電や断水等に見舞われた状態でも衛生的なトイレ

設備を迅速に被災エリアへと配置することが可能に

3434 万円
◼ 債務負担限度額

耐震改修促進計画を策定し災害に強いまちづくりを推進
⚫ 計画策定のメリット：民間建築物の所有者が耐震診断や耐震改修を実

施する際に要する費用に対する補助制度の創設が可能に
389 万円

消防・救急

消防本部の高規格救急車を最新装備を備えた車両に更新
⚫ 老朽化した車両の更新により質の高い救命処置を強化・継続
⚫ 加茂市・田上町消防衛生保育組合事業費に4550万円を計上予定

2838 万円
◼ 加茂市負担額

生活環境

実証実験として市内一部地域のごみ処理を三条市に委託
⚫ 令和8年11月以降を目途に実証実験(3か月程度)を実施
⚫ 実証実験の検証結果を踏まえて令和9年度以降対象地域を拡大する予定
⚫ 令和11年度以降はごみ全量を三条市清掃センターに搬入する方針

434 万円
◼ 一般財源 100%

新規
事業

新規
事業

新規
事業

新規
事業

総務課

建設課

消防
本部

環境課



13

分野３．生活・環境、生活基盤

資源を活かし「暮らしの基盤」を守り続けるみちPOINT

住環境

地域おこし協力隊の運用を民間委託し移住定住を推進
⚫ 民間委託のメリット：専門的な知見、他の自治体での経験と実績を持

つ事業者により、実効性が高くスピード感のある取組の実施が可能に

1100 万円
◼ 特別交付税 100%

空家等の適正管理を促すため空き家管理システムを導入
⚫ システム導入のメリット：地理情報システム(GIS)上で空家等の情報を

管理・分析することで空家等の発生防止や抑制、利活用を促進

225 万円
◼ 一般財源 100%

道路・公共交通

着手済みの道路の改良整備を計画的かつ着実に推進
⚫ 交付金対象路線：福島線、菅端諏訪ノ木線
⚫ 市単独事業路線：寿町縦線1号、丸山線(用地測量・用地購入)

7675 万円
◼ 交付金 5250万円
◼ 単独分 2425万円

緊急性の高い舗装の打替えを実施し道路の安全を確保
⚫ 修繕対象路線：新道線、番田駅前線、大郷線 1億275 万円

老朽化した消雪施設を更新し冬期間の安全な交通を確保
⚫ 現年分：秋房線3号消雪用井戸掘替、穀町小橋線他1線消雪ﾊﾟｲﾌﾟ布設替
⚫ 繰越分：赤谷線3号消雪用井戸掘替、穀町小橋線消雪ﾊﾟｲﾌﾟ布設替

1億290 万円
◼ 現年分 5775万円
◼ 繰越分 4515万円

新規
事業

事業
拡大

新規
事業

事業
拡大

建設課

建設課

建設課

建設課

政策
推進課

事業
拡大
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分野４．芸術・文化、スポーツ、自治・人権

地域がつながる「豊かな暮らし」を歩むみちPOINT

生涯学習

行きやすい・行きたくなる図書館を目指して施設を保全
⚫ 利用促進を図るため火曜日と祝日を7月から開館
⚫ 屋根の改修工事により雨漏りの心配なく安心して利用できる環境に
⚫ 非常灯の不点箇所のLED化により避難経路を確実に明るく照らす

4597 万円
◼ 運営費 4184万円
◼ 工事費 413万円

土地の有効活用を進めるため旧生田屋の建物を除却
⚫ これまでの民間事業者との対話から建物が残存したままの処分は困難
⚫ 建物を除却し民間事業者に売却することで市民の財産を有効活用

4000 万円
◼ 一般財源 100%

芸術文化・文化財

施設長寿命化のため文化会館の屋根防水改修工事を実施
⚫ 屋根防水の老朽化により屋内に雨漏りが発生
⚫ 改修工事により利用者の安全を守り安心して利用できる環境を保全

5730 万円

スポーツ

施設環境維持のためスポーツ施設の建物や設備を改修
⚫ 勤労者体育センターの高圧電気設備を改修し運営上のリスクを低減
⚫ 部材落下の懸念がある温水プールの軒天を改修し利用者の安全を確保
⚫ 体操トレセンの空調設備を更新し利用者の快適性・安全性を確保

3277 万円
◼ 勤体 475万円

◼ プール 570万円
◼ 体操 2232万円

事業
拡大

新規
事業

新規
事業

新規
事業

社会
教育課

社会
教育課

社会
教育課

スポーツ
振興課
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分野４．芸術・文化、スポーツ、自治・人権

地域がつながる「豊かな暮らし」を歩むみちPOINT

自治・人権

地域拠点機能向上のため下条コミセンの改修設計を実施
⚫ 令和10年4月のリニューアルを目指して令和9年度に工事を実施
⚫ 令和8年度は設計業務を委託し工事用の図面を作成

3000 万円

コミュニティの活性化に向けて地域おこし協力隊を採用
⚫ 令和8年度は七谷地域と連携した活動を行う協力隊を採用
⚫ その他の地域でも令和9年度より順次協力隊を採用し活動を始める予定

550 万円
◼ 特別交付税 100%

中学生派遣交流事業の実現に向けたファンガレイ市
(ニュージーランド)への事前訪問を令和8年8月に実施
⚫ テ・カモ地区の学校や関係先を視察し現地の教育環境やホームステイ

の安全体制など確認した上で、実行力のある派遣計画の策定を目指す

286 万円
◼ 前年度比 4.6倍

事業
拡大

新規
事業

新規
事業

健康
福祉課

総務課

総務課
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分野５．都市の魅力創造、産業・雇用

稼ぐ力を育む「価値ある暮らし」を創るみちPOINT

魅力あるまちづくり

より居心地のいい施設を目指して美人の湯の設備を更新
⚫ 施設の円滑な運営を図るためボイラーやPOSシステム関連機器、空調設

備のデジタル化対応のための機器などの更新工事を実施

6860 万円
◼ 前年度比 2.1倍

都市計画上の用途地域と地区計画の見直しを実施(注)

⚫ 令和6年度に策定した都市計画マスタープランに基づき現況及び将来的
な土地利用との整合を図る

340 万円
◼ 一般財源 100%

観光振興体制を強化するため地域おこし協力隊を採用
⚫ 令和8年4月から一般社団法人化し取組の幅を広げる加茂市観光協会の

活動を支援するため、協力隊の採用数を1名→2名に増員する

1100 万円
◼ 特別交付税 100%

県外から高校生を受け入れる地域みらい留学事業に参画
⚫ 加茂市の豊かな自然や人の温かさに触れながら、地元学生との交流を

通じた加茂市への愛着と将来に渡るつながりを育むため、令和8年度か
ら募集等の準備を進め、令和9年度から留学生の受入れを開始する

258 万円
◼ 一般財源 50%

◼ 特別交付税 50%

施政方針と予算概要に合わせて
POINTを作成する
R8からは新規と拡充のみ掲載
なお、R7年度末に総合計画(後
期)の策定を予定していることか
ら、R8年度予算ではその内容も
考慮する必要がある事業

拡大

（注）令和7年度より策定中の立地適正化計画は令和8年度中の成案化に向けて作業を継続

新規
事業

新規
事業

事業
拡大

商工
観光課

建設課

商工
観光課

総務課
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分野５．都市の魅力創造、産業・雇用

稼ぐ力を育む「価値ある暮らし」を創るみちPOINT

商工業の振興

伝統産業の技能を継承するため地域おこし協力隊を採用
⚫ 地場の伝統産業の担い手育成を支援するため2名の地域おこし協力隊を

採用し加茂箪笥協同組合の協力のもと活動を行う

1100 万円
◼ 特別交付税 100%

まちなかエリアの活性化

リノベーションまちづくりの導入と理解・機運の醸成
⚫ 今後の賑わいづくりのカギとなる民間事業者の発掘及び活躍を促進
⚫ 他地域で活躍する事業者と市内の民間事業者が交流する機会を創出

568 万円
◼ 一般財源 100%

空き店舗の活用に向けた実証実験で民間の挑戦を後押し
⚫ 空き店舗の情報を商圏情報とともにまちの潜在力としてマッピング
⚫ 短期のトライアル出店の効果を検証し既存施策との相乗効果に繋げる

110 万円
◼ 寄附金(注) 100%
◼ R7からR8に繰越

商工
観光課

政策
推進課

新規
事業

政策
推進課

新規
事業

（イメージ図出典：リノベリングホームページ）

求心力のある
コンテンツを

生む

磁石のように新たなコ
ンテンツを引き寄せる

経済が活性化し
まちの価値が向上する

公共空間への投資により
まちの変化が加速する

新規
事業

（注）地方創生応援税制(企業版ふるさと納税)による寄附を令和７年度予算で受け入れ

https://renovaring.com/documents/produce_2025.pdf
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分野５．都市の魅力創造、産業・雇用

稼ぐ力を育む「価値ある暮らし」を創るみちPOINT

農林水産業の振興

新規就農への挑戦に伴う機械・施設の導入経費を支援
⚫ 新規就農する農業者の挑戦を後押しするため、新規就農後の農業者に

対して経営発展や経営継承に必要な機械・施設の導入等の経費を支援
750 万円

遊休農地への新規作物導入補助上限額を5万→10万円へ
⚫ 対象作物：水稲を除いた販売を目的に栽培する作物全てに拡大
⚫ 対象経費：農地の再生に要する経費(開墾費用等)を追加

30 万円
◼ 一般財源 100%

環境負荷軽減に必要な農業機械の導入経費を支援
⚫ 土づくりの実践などを行うために必要な機械導入の経費を支援するこ

とで、化学合成農薬や化学肥料等を低減した農業生産を推進
621 万円

中山間地域での営農や地域との共同活動への支援を拡大
⚫ 生産条件不利(中山間)地域での農業継続活動支援対象を1組織→2組織
⚫ 良好な農村環境の形成を図る地域共同活動の支援対象を7組織→8組織

計 2249 万円
◼ 中山間 1187万円
◼ 多面的 1062万円

新たに赤外線カメラや拡声器を搭載したドローンを導入
⚫ 加茂市鳥獣被害防止対策協議会による有害鳥獣対策への支援を強化
⚫ 効果を発揮しているサル用GPS首輪や捕獲罠などの資機材を拡充

950 万円

有害鳥獣対策として柿・栗等不要果樹の伐採費用を支援
⚫ 対象：住宅周辺の柿や栗などの不要果樹の伐採を行う個人又は行政区
⚫ 補助額：伐採委託費用の1/2(上限5万円)

100 万円
◼ 一般財源 100%

新規
事業農林課

農林課

制度
拡充

農林課

新規
事業

農林課

制度
拡充

農林課

新規
事業農林課

事業
拡大
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分野６．行政活動

変化を受容する「前向きな暮らし」を示すみちPOINT

行政運営

安全な生成AIの導入により業務の高度化・効率化を推進
⚫ 全職員が安全に安心して気軽に利用できる高性能な生成AIを導入
⚫ 一般職向けと管理職向けに分け専門家による生成AI利活用研修を実施

193 万円
◼ 一般財源 100%

統合型GIS(注)の導入により情報連携と業務効率化を推進
⚫ これまで個別に管理されてきた地図情報をデジタル化して連携・共有
⚫ 問合せ対応の迅速化や工数の削減など全庁的な業務の効率化を実現

172 万円
◼ 一般財源 100%

山地等の地番図を電子データで整備し相続人の負担軽減
⚫ 山地等の未作成地域の地番図を新たに整備し同時にデジタル化を実施
⚫ 相続等の際に所有する土地の位置などが窓口で迅速に確認可能に

1032 万円
◼ 一般財源 100%

新規
事業

新規
事業

政策
推進課

政策
推進課

税務課

（注）統合型地理情報システム：多種多様な空間データを連携して一元的に管理するもの

新規
事業
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令和８年度 特別会計当初予算(案)概要

国民健康保険
特別会計

事業費 国県 その他 一般財源 担当課

2,553.6 1,886.3 0.8 666.5 健康福祉課

① 被保険者数(人) 4,485 前年度比 △ 253

② 国民健康保険税 395.3 前年度比 33.3

③ 保険給付費 1,885.6 前年度比 △ 0.3

④ 人間ドック助成(件) 744 ×助成額 25,200円 （対象年齢30歳以上）

⑤ 出産育児一時金(件) 8 ×支給額 500,000円

（単位：百万円）

後期高齢者医療
特別会計

事業費 国県 その他 一般財源 担当課

481.6 0 1.0 480.6 健康福祉課

① 被保険者数(人) 5,582 前年度比 50

② 広域連合納付金 467.3 前年度比 73.4

後期高齢者医療制度とは、75歳以上の方と、65歳から74歳までの一定の障がいのある方を対象と
した医療制度で、県内全市町村が共同して創設した後期高齢者医療広域連合が運営するもの。

（単位：百万円）



21

令和８年度 特別会計当初予算(案)概要

介護保険
特別会計

事業費 国県 その他 一般財源 担当課

3,465.3 1,324.9 895.8 1,244.6 長寿あんしん課

① 介護保険対象者数(人) 9,584 前年度比 △ 76

② 介護保険料 702.8 前年度比 10.0

月額基準保険料 6,160円

③ 保健給付費 3,263.2 前年度比 △ 38.0

④ 地域支援事業費 150.0 前年度比 1.5

地域支援事業において、２か所の地域包括支援センターを中心に、住まい・医療・介護予防・生活支
援体制が一体的に提供される地域包括ケア体制を充実し、フレイル対策から看取りまで切れ目のない
サポートを実施する。また、「認知症とともに生きる笑顔あふれるまち加茂基本条例」の理念に基づ
き、認知症に関する知識の普及啓発や相談体制の充実を図り、認知症の方とご家族を支援する。

（単位：百万円）

（単位：百万円）

宅地造成事業
特別会計

事業費 国県 その他 一般財源 担当課

147.3 0 0.1未満 147.3 建設課

移住促進のため、市外からの転入者に向けて若宮ヒルズ７区画の無償分譲を実施。保有する土地
を活用し、人口減少の抑制、地域の活性化を図る。



区分 令和８年度 令和７年度 増減額 前年度比

収益的
収 支

水道事業収益 606.6 583.5 23.1 4.0%

水道事業費用 530.7 509.7 21.0 4.1%

差引 Ａ 75.9 73.8 2.1 2.9%

資本的
収 支

資本的収入 98.4 97.2 1.2 1.2%

資本的支出 144.8 153.2 △ 8.4 △ 5.5%

差引 Ｂ △ 46.4 △ 56.0 9.6 △ 17.1%

損益勘定
留保資金

過年度分 261.5 183.5 78.0 42.4%

当年度分 85.2 81.8 3.4 4.2%

合計 Ｃ 346.7 265.3 81.4 30.7%

収支差引 Ａ＋Ｂ＋Ｃ 376.2 283.1 93.1 32.9%

22

令和８年度 水道事業会計当初予算(案)概要

（単位：百万円）
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令和８年度 下水道事業会計当初予算(案)概要

区分 令和８年度 令和７年度 増減額 前年度比

収益的
収 支

下水道事業収益 1,225.1 1,310.0 △ 84.9 △ 6.5%

下水道事業費用 1,142.5 1,256.6 △ 114.1 △ 9.1%

差引 Ａ 82.6 53.4 29.2 54.7%

資本的
収 支

資本的収入 986.0 935.7 50.3 5.4%

資本的支出 1,384.1 1,347.8 36.3 2.7%

差引 Ｂ △ 398.1 △ 412.1 14.0 △ 3.4%

損益勘定
留保資金

過年度分 27.7 12.9 14.8 115.4%

当年度分 335.2 361.6 △ 26.4 △ 7.3%

合計 Ｃ 362.9 374.5 △ 11.6 △ 3.1%

収支差引 Ａ＋Ｂ＋Ｃ 47.4 15.8 31.6 200.2%

（単位：百万円）

概

要

（各数値は見込み） 令和８年度末 令和７年度末 前年度比 備 考

① 事業認可面積 725.0ha 725.0ha -

② 整備率 72.3％ 71.9％ 0.4

③ 普及率 71.9％ 71.5％ 0.4

④ 接続率 85.1％ 84.7％ 0.4



さぁ このまちを、続けよう

あなたの大切な人たちのため

生まれ来る子どもたちのため

100年続く加茂市の未来のため
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